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論 文 内 容 要 旨
本研究 は、牛未成熟卵子 を利用 した体外受精で実証された子牛生産(花 田ら、1986)を、
現在行われている非手術的胚移植 と組み合わせた畜産技術 として確立させることを目標に、
精 子の処理から体外受精胚の利用 まで追求 した。すなわち、精子の受精能獲得誘起法 とし
て、牛凍結精子について、イオ ノブオア(A23187)処理 と前培養処理の際の受精率 を明らか
にし、ヘパ リン処理時のヘパ リン濃度 について検 討し、効果的な方法を追求した。一方、
卵子にっいて卵丘細胞層 との関連 で発生能 を検討するとともに、卵巣の採取法、性周期の
時期別に分けた卵巣卵子の性状について明 らかにした。さらに、体外受精後、牛子宮に非
手術的に移植できる段階 までの胚盤胞 に発生させる方法について検討するとともに、得ら
れた胚盤胞 の正常性 とその利用法 を追求 した。得られた結果は以下のとお りである。
1.牛精子の受精能獲得処理
4頭 の牛 の射 出凍結 精子 を用 い て、体 外 で受精 能 を獲 得 させ る処理 を行 い、体外成 熟卵
子に媒精 し、受精 率 を調 べ るこ とによ って イオ ノフ ォア(A23187)処理の有効性 を検 討 した。
すなわ ち、牛血 清 アルブ ミン を除 い た修 正 タイロー ド液(BO液 、Brackeしt&Olipllallt,
197b)にカ ソェ インを101溺d加え た液 で精fを 洗 浄 し、 イオ ノブオア(A23187)を0.1μ腫,!
分 間作用 させ 、牛血 清 アル ブ ミン を20mg/ln1に修 正 したBO液(BSA-BO液)で等量希釈 して、
媒精 に用 いた。 一 方、前培 養 法で は洗浄 後 に イオ ノフォア(A23187)処理 をせず に、BSA-BO
液 で等量希 釈 し、5時 間 前培 養 して媒精 に用 いた。4頭 の種雄牛凍結精子 において、 イ
オ ノフ ォア(A23187)処理 によ って79～96%の精 子侵入率 が得 られ た。4頭 の うち2頭 は、
前培養 で83～92%の高 い受精 率 が得 られた が 、2頭 では14～33%と低 い受精率 であった。
5時 間の 前培 養法 で80%以上 の高 い受精 率 を得 るた めに は、5～8時 間 、卵子 と精 子 を共
培 養す る こ とが好 ま しい。 イオ ノフォア(A23187)処理 法 においては多 くの精子 で高い受精
率 が得 られた が 、精 子 の条 件 によ って短 時 間 で卵 子 に侵 入する場 合 と、侵 入に長時間要す
る場 合 があ った(Table1,2,3)。
3頭 の牛凍結 精 子 を、牛 血1清アル ブ ミン を除 いた修 正 タイ ロー ド液(BO液、Brackett&
Oliphanし,1975)にカ フェ イ ンを10mHo1加えた液 で洗 浄 し、牛血清アル ブ ミンを20㎎/m1に
修正 したBO液にヘ パ リン(ノ ボヘ パ リン注)を1.25～5.0μ1/ml加えた液で等量希釈後 、
15分後 に媒精 す る こ とに よ って、無添 加 区で は35%と低 い受精率 の精 子において も78～87
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%の高い受精率が得られた。
牛体外受精 においてはイオ ノブオア(A23187)処理、ヘパ リン処理で高い受精率が得られ
るが、前培養法によっても高い受精率が得 られる個体 があることがわかった。高い受精率
を得るためには、処理法 と適 当な媒精時間 を設定することが重要である。
2.牛未成熟卵子の採取 と体外受精後の発生能
食肉処理場で集めた牛卵巣からの未成熟卵子の採取性 と体外受精後の発生能について、
性周期の時期 との関連で検討 した。76頭の牛にっいて個体ごとに小卵胞から未成熟卵子 を
吸引採取 した場合、1頭 あた りの平均吸引数39.5個に対 し、採取できた卵子は53.2%、さ
らに卵丘細胞層が付着 し、体外受精に供試できた卵子は採取できた卵子の33.2%、1頭あ
た り7.0個であった。卵巣表面の小卵胞数は体外受精後の2～4細 胞期胚への発生率には
影響 しなかった。149頭の牛卵巣にっいて黄体の形状などから性周期 を推定 し、性周期ご 馳




食肉処理場 で集めた牛卵巣からは、性周期 の時期 と関係なく未成熟卵子が採取された。
それを体外受精に用いることにより、胚盤胞へ発生することが明らかになった。
食肉処理場で集めた卵巣の小卵胞か ら未成熟卵子 を吸引採取 し、卵丘細胞層の付着状況
によって区分 し、体外成熟 、体外受精後の発生率を調べた。実験 には厚 くかっ緊密な卵丘
細胞層 に囲まれたA型 卵子 、卵丘細胞層が薄 くかっ剥離部分が多いB"型 卵子、卵丘細胞
層 を欠くC型 卵子 を用いた。A型 卵子、B"型 卵子は成熟率がそれぞれ97.4、89.8%と
高 く、C型 卵子の52.9%より高かった。A型 卵子 、B"型 卵子の受精率もそれぞれ86.8、





食 肉処理場で処理される卵巣か ら未成熟卵子 を採取するに際 し、と畜直後に食肉処理場
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において吸引採取 し、39℃で培養 しなが ら輸送 した場合(と 畜後、平均17分)と、38℃に
温めた生理食塩水 に卵巣 を入れ、実験室に持ち帰って吸引採取 した場合(と 畜後、 平 均
162分)にっいて、体外成熟後の卵子の受精能やその後の発生能を検討 した。体外成熟に
は吸引採取後の卵子 を22時間培養 し、体外受精には ユ頭の種雄牛の凍結精子 を12.5x106/











牛未 成熟卵 子 を、TC阻99に牛胎子 血清 を1幌 加え た培地 で成熟培養後,受 精 能 を獲得さ
せた精 子 で媒精 し、媒精6時 間後 に発生用培 地 に卵子 を移 して培養 した。体外 受精後 の培
養液 としてHam'sFlOとTCm99を主体 とす る培地 を用 い て培養 し、分割率 および4細 胞期
胚 への発生 、さ らに家兎卵 管内 で の胚 盤胞 への発生 につ いて比較 した。 次いでTC狙99で発
生 した4細 胞期 胚 の家 兎卵 管へ の移植 を媒精 後40時間 と50時間 に行 い、胚盤胞へ の発生 を
比較 した。
実験1で は体 外 受精後 の培 養液 にっいてHEPES緩衝TC冠199とHam'sFlOを主体 とす る培
地 にっ いて比較 した。媒 精40時間 で 発生率 を検 査 し、この時点で偽妊娠 家兎卵管 に4細 胞
期胚 を移植 して5日 後 に 回収 し、胚 盤胞 へ の発生 を調べ た。TC阻99では66.2器(307/464)が
2細胞 期以 上 に分割 し、25.6%(119/464)が4細胞 期 に発生 し、Ha凱'sFIOのそれ ぞれ
43.5%(197/453)および17.7%(80/453)より有意 に優れて いた。TC狙99およびHa皿'sF10で
発生 した4細 胞 期胚 は 、家兎卵 管 内で それ ぞれ49.3器(104/211)および44.0%(44/100)が胚
盤胞 に発生 した 。実験2で はTCH199を主 体 とす る培 地内 で媒精後40時間培 養 し、発生 した
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4細 胞期胚 の半 分 は その時点 で家 兎卵管 に移植 し、残 る半 分はさ らに10時間培養後家兎卵
管 に移植 した。40時間 で移植 した場合 は51.9駕(14/27)が胚盤胞 に発生 したが 、50時間の場
合は16.7%(4/24)と有意 に低下 した(Table9、10)。
これ ら媒精 後40時間移植 で得 られた胚 盤胞 を凍結 融解後 移植 した結 果 、14頭の受卵牛の
うち6頭 が受胎 し、正 常 な子牛 を7頭 分娩 した。
4.子 牛生産への応用
牛卵巣上の小卵胞 を直径3mm以下と直径3～6mmに区分して未成熟卵子 を採取 し、25
m盤olHEPES緩衝TC阻99を主体 とする培地で成熟させ、体外で受精能を獲得 した精子を媒精
した。媒精48時間で発生 した4細 胞期胚 を家兎卵管に移植 し、5日後に回収 した。直径3
～6mmの卵胞 からは胚盤胞が得られなかったが、3mm以下の小卵胞から採取 した92個中の
うち5個 が胚盤胞 に発生 した。このうち3個 を1頭 の受卵牛に移植 した結果、3卵性の雌
子牛が出生 した。
体外受精 によって作 出した胚盤胞の利用法 として、予め人工授精 した受卵牛の黄体存在
卵巣の反対側の子宮角に胚 を移植 し、肥育素牛用の双子 を生産することを試みた。
家兎卵管内で発生 した胚盤胞 を8頭 の受卵牛に移植 した結果、6頭 が受胎 し、体外受精
由来の3頭 を含む7頭 の子牛が生産された(Tablel!)。体外培養によって発生させた胚盤
胞 を5頭 の受卵牛に移植 した結果、3頭 が受胎 し、体外受精由来の2頭 を含む5頭 の子牛
が生産された(Table工2)。





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を検討 した。その結果,TCM199主体とす る発生用培地で40時間培養 して得られた胚盤胞につい
ては,凍結融解後の移植によっても実用可能なレベルの妊娠率が得られ,正 常な子牛が生産 され




以上,本 論文は,牛 の未成熟卵子を利用 した体外受精技術が子牛生産に活用され得ることを明
示 したものであ り,著者は農学博士の学位を授与されるに値すると判定 した。
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